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夜
空
を
焦
が
す

            

大
輪
の
花
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「
御
船
が
あ
ー
っ
ぱ
祭
り
」
は
パ
レ
ー
ド
で

幕
を
開
け
、「
船
太
郎
」
の
か
っ
ぱ
家
族
を

先
頭
に
、「
甲
斐
宗
運
公
」
を
奉
っ
た
一

番
山
車
や
「
ミ
フ
ネ
リ
ュ
ウ
」
の
豪
快
な
二

番
山
車
が
町
中
心
部
を
威
勢
よ
く
練
り
歩

き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
も
勢
い
そ
の
ま
ま
、
魚
の
つ
か

み
取
り
大
会
や
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
ま
も
レ
ン

ジ
ャ
ー
の
シ
ョ
ー
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
の
数
々
に

お
祭
り
会
場
は
熱
気
を
帯
び
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
夕
方
か
ら
の
総
踊
り
に
は
、

33
団
体
1
，6
0
7
人
が
参
加
。
が
あ
ー
っ

ぱ
に
ち
な
ん
だ
ユニ
ー
ク
な
メ
ー
ク
や
衣
装
で

「
御
船
音
頭
」
を
踊
り
、
お
祭
り
会
場
の

御
船
橋
下
河
川
敷
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

祭
り
の
メ
ー
ン
納
涼
花
火
大
会
で
は
、3

千
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
色
鮮
や

か
な
大
輪
の
花
が
御
船
の
夜
空
を
彩
り
、

来
場
者
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、町
民
総
踊
り
と
学
童
ポ
ス
タ
ー
の

表
彰
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

▼
町
民
総
踊
り
の
表
彰
結
果

【
団
体
の
部
】

▽
が
あ
ー
っ
ぱ
大
賞
／
御
船
町
地
域
婦

人
会

▽
ベ
ス
ト
チ
ー
ム
賞
／
御
船
運
送
㈱
、
６

丁
目
親
子
会
、
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
み
ふ
ね
、

上
野
公
民
館
▽
上
益
城
地
域
振
興
局
長

賞
／
ホ
ン
ダ
介
護
サ
ー
ビ
ス

【
個
人
の
部
】

▽
サ
ン
ト
リ
ー
賞
／
岸
勝
儀
、
岸
赳
宏

▼
学
童
ポ
ス
タ
ー
の
表
彰
結
果

▽
祭
り
振
興
会
長
賞
／
山
本
愛
花
（
御

船
小
６
年
）▽
商
工
会
長
賞
／
前
田
隆

裕
（
滝
尾
小
６
年
）▽
町
議
会
賞
／
市

原
崇
志
（
木
倉
小
６
年
）▽
肥
後
銀
行

御
船
支
店
長
賞
／
永
野
遥
（
小
坂
小

６
年
）▽
熊
本
第
一
信
用
金
庫
支
店
長
賞

／
増
田
美
香
（
高
木
小
６
年
）
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①戦国時代の御船城主「甲斐宗運
公」の一番山車／②水をかぶり気
合を入れる福味総一郎商工会長／
③祭りの主役「船太郎」家族４人を
乗せた山車／④毎年奇抜なメイク
でお馴染みの眺世庵／⑤威勢よく
みこしを担ぐ商工会員たち／⑥華
やかな演奏を披露した陸上自衛隊
第8音楽隊／⑦パレード最終地点
の五庵橋にいるかっぱの親子

⑧⑨ガールズ系ファッションと躍
動感溢れるダンスで会場を沸かし
た「ペップ・ビーンズ」／⑩会場の
上流で行われたカヌー遊びは子ど
もたちの人気を集めた／⑪子ども
たちを悪の魔の手からまもる御船
のヒーロー「まもレンジャー」。今
年も商工会青年部が企画から道具
作成、練習など、数か月間に渡って
準備をして祭りを盛り上げた


